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システムの概要

システムの開発⽬的
• 農産物の価値を，専⾨家視点での基準ではなく消費者⾃⾝が
⾒出し，その情報を蓄積しながら価値を分析したい

• 地域の農産物の⽣産情報を容易な⼿順で⼊⼿可能なポータルが
存在していない

• 情報量の多いコミュニケーションを⼿軽に⾏える仕組み，農家
の規模の⼤⼩に関係なく，インフラ整備に資⾦を投⼊しにくい
農家でも利⽤しやすい仕組みが実現されていない

• 収集された情報の有効活⽤，特に環境負荷低減，農家-⼩売・
飲⾷店-消費者のWin-Win関係の実現など，⼤局的視点での
最適化の実現がなされていない

システムの概要
◆情報通信システムを介した
消費者ニーズの⾒える化と農家
⽣産物のトレーサビリティの
確保(加島先⽣，松本先⽣)

◆農家-⼩売・飲⾷店-消費者の
Win-Win関係を実現するための
最適マッチングを発⾒する数理
モデルの構築(蓮池)



FISの概要 FISの画⾯表⽰例

FISの画⾯表⽰例 FISの画⾯表⽰例



FISの画⾯表⽰例 FISの画⾯表⽰例

最適化技術の役割 ◆グラフ理論を利⽤し，
農家の希望と消費者の
要求を取り込んだ数理
最適化問題を構築

◆消費者が欲しい情報&
農家の伝えたい情報の
分析とAI(機械学習)・
クラスタリング⼿法

◆農家-⼩売・飲⾷店-
消費者を⼀貫して取り
扱う数理モデルの構築

期待される効果
• 開発したシステムを構築し運⽤することで，どのような情報
提供が消費者⾏動に影響を与えるのかを発⾒できる

• 信頼性・価値の向上へ繋がり，農業の活性化と所得の向上が
期待できる点で，⽇本の⾷糧・農業産業が抱える諸問題の解決
や更なる発展に貢献し得る
(地域循環社会を形成する上で最も重要な課題の1つ)

☆少しでもご興味を持たれました⽅は，ぜひコンタクトいただ
けますと幸いです
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